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(57)【要約】
【課題】処理能力の向上かつ印刷品質の向上を図ること
が可能な発券印刷装置を提供する。
【解決手段】ロール状の連続紙を切断した媒体に所定の
情報を印刷して発券する発券印刷装置であって、印刷中
以外の場合である搬送中における媒体を搬送させるため
の第１のモータと、１ステップあたりの搬送距離が第１
のモータよりも小さく、印刷中における媒体を搬送させ
るための第２のモータと、媒体が搬送中の場合には第１
のモータを駆動させ、媒体が印刷中の場合には第２のモ
ータを駆動させるように制御する制御部と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロール状の連続紙を切断した媒体に所定の情報を印刷して発券する発券印刷装置であっ
て、
　印刷中以外の場合である搬送中における前記媒体を搬送させるための第１のモータと、
　１ステップあたりの搬送距離が前記第１のモータよりも小さく、印刷中における前記媒
体を搬送させるための第２のモータと、
　前記媒体が前記搬送中の場合には前記第１のモータを駆動させ、前記媒体が印刷中の場
合には前記第２のモータを駆動させるように制御する制御部と、
　を備えることを特徴とする発券印刷装置。
【請求項２】
　前記搬送中の場合とは、前記媒体の印刷前の状態である第１の搬送状態と、前記媒体の
印刷後の状態である第２の搬送状態とを含み、
　前記制御部は、前記媒体が前記第１の搬送状態にある場合に前記第１のモータを駆動さ
せ、前記媒体が前記印刷中の状態になった場合には前記第２のモータを駆動させ、前記媒
体が前記第２の搬送状態になった場合には前記第１のモータを再び駆動させるように制御
する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の発券印刷装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記媒体が印刷中であるか否かを検知するための検知センサが前記媒体
を検知した場合に、前記第２のモータを駆動させる、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の発券印刷装置。
【請求項４】
　前記第２の駆動モータの搬送速度は、前記媒体の前記搬送中における前記第１の駆動モ
ータの搬送速度よりも低速であって、
　前記制御部は、前記第２のモータの駆動中は、前記第１の駆動モータの搬送速度を前記
第２のモータの搬送速度に合わせるように制御する、
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の発券印刷装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第２のモータの回転数が、前記媒体の印刷中における前記第１のモ
ータの回転数よりも高い回転数となるように制御する、
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の発券印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数種類の媒体を印刷、および磁気記録を行う発券印刷装置の処理能力と印
刷品質を向上させる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の発券印刷装置では、ロール状の連続用紙を複数種類の長さに切断した媒体、ある
いはカード状の媒体等、複数種類の媒体を搬送し、印刷、および磁気記録を行い排出する
。媒体は、モータを駆動源とする搬送ローラによって搬送され、印刷および磁気記録を任
意の順序で実施する。印刷は、搬送路から浮いた状態で固定された印刷ヘッドに対し、媒
体が印刷ヘッドの直下まで搬送されると印字ヘッドを媒体に接触するように移動させ、媒
体を搬送しながら印刷を実施する手段を備えている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　発券印刷装置の処理能力に関しては、一取引の処理能力の殆どは、媒体の搬送速度が占
めており、搬送速度をいかに高速にできるかということが、処理能力を高める上で重要な
ポイントである。ただし、媒体印刷時においては、搬送速度は印刷ヘッドの仕様で決定し
ており、印刷ヘッドの性能以上の速度で媒体搬送できないといった制限がある。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１９２３７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　モータの搬送速度を上げるには、任意の回転速度に対し、モータ１ステップあたりの搬
送距離を大きくする必要がある。しかしながら、印刷搬送時に１ステップ当たりの搬送距
離を大きくすると、印刷時の速度で搬送する際、モータを低速で回転させることになる。
モータの低速回転は、振動のブレ等が大きくなるため、搬送ムラとなって印刷状態に表れ
てしまい、印刷品質の低下につながってしまう。
【０００６】
　つまり、印刷品質は、モータ1ステップあたりの搬送距離を小さくしてモータを高速回
転させ、スムーズな媒体搬送を実現することで、媒体印刷時のモータの振動やブレによっ
て生じる搬送ムラ等を抑えて、印刷品質を向上させることができる。従って、印刷以外の
搬送速度を上げて処理能力を高めるために、モータ１ステップあたりの搬送距離を大きく
した場合には印刷品質に問題が生じてしまう一方、印刷品質のためにモータ1ステップあ
たりの搬送距離を小さくすると、印刷以外の搬送速度を上げることができず、処理能力を
高めることができないという、相反する問題があった。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、処理能力の向上かつ印刷品質の向上を
図ることが可能な発券印刷装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる発券印刷装置は、ロー
ル状の連続紙を切断した媒体に所定の情報を印刷して発券する発券印刷装置であって、印
刷中以外の場合である搬送中における前記媒体を搬送させるための第１のモータと、１ス
テップあたりの搬送距離が前記第１のモータよりも小さく、印刷中における前記媒体を搬
送させるための第２のモータと、前記媒体が前記搬送中の場合には前記第１のモータを駆
動させ、前記媒体が印刷中の場合には前記第２のモータを駆動させるように制御する制御
部と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、プラテンモータの追加により、搬送モータの1ステップあたりの搬送
距離を大きくすることができ、印刷前後の搬送速度を上げることで処理能力を高めること
ができる。また印刷中は、プラテンモータの1ステップあたりの搬送距離を小さくし、回
転数を上げることで、プラテンモータの搬送ムラを抑え、印刷品質をさらに高めることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の発券印刷装置の全体概略図である。
【図２】本発明の実施の形態における印刷機構内部の構造を用いて、媒体の位置を変化さ
せながら搬送の様子と搬送モータとプラテンモータのスルーイングの関係を表した図であ
る。
【図３】本発明実施の形態における媒体切断処理後から印刷動作開始までのモータ制御フ
ローチャートである。
【図４】本発明実施の形態における印刷動作開始から磁気記録処理前までのモータ制御フ
ローチャートである。
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
　以下に添付図面を参照して、本発明にかかる発券印刷装置の実施の形態を詳細に説明す
る。
【００１２】
　図１は、本実施の形態における発券印刷装置１の側面構造図である。発券印刷装置１は
、主な構成として、ロール状連続紙２１を給紙するための給紙機構部２、給紙されるロー
ル状連続紙２１を切断するためのロール紙切断機構部３、切断されたロール状連続紙２１
に情報を印刷するための印刷機構部４、磁気情報を切断されたロール状連続紙２１に記録
させる磁気記録機構部５、印刷および磁気記録された切断されたロール状連続紙２１を排
出するための排出機構部６、制御部１００を含んで構成されている。制御部１００は、例
えば、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）を備えたコントローラから構成され、上述
した各部の動作を制御している。
【００１３】
　また、印刷機構部４の内部には、図１で示しているように、印刷ヘッド４１、プラテン
ローラ４２、搬送路には、切断された後のロール状連続紙２１（以下、単に媒体とも呼ぶ
。）の到達、通過を検知する印刷前媒体検知センサ４３、印刷後媒体検知センサ４４、印
刷用ローラ４５、４６等を備えている。
【００１４】
　印刷時以外で媒体を搬送する際に使用する搬送モータ８１は、ステップ距離をＤ１[mm/
step]、最大回転数をＲ１[pps]のときの最大搬送速度をＳ１[mm/s]とする。一方、印刷時
に使用するプラテンモータ８２は、ステップ距離をＤ２[mm/step]とし、媒体印刷時の回
転数ｒ２[pps]のときの搬送速度をＳ２[mm/s]　とする。搬送モータ８１がＳ２[mm/s]で
駆動するときの回転数Ｒ２はＲ２＝Ｒ１×（Ｓ２／Ｓ１）[pps]となり、各々の記号の大
小関係はＤ１＞Ｄ２、Ｓ１＞Ｓ２、Ｒ１＞Ｒ２、ｒ２＞Ｒ２である。
【００１５】
　印刷前後における搬送ローラ７Ａ、７Ｂとプラテンローラ４２との間の媒体受け渡しの
際は、制御部１００は、搬送モータ８１をプラテンモータ８２の搬送速度Ｓ２[mm/s]に合
わせる。印刷中は、プラテンローラ４２のみで媒体の搬送を実施するため、印刷状態にお
いて搬送モータ８１の搬送ムラは影響しないので、搬送モータ８１を停止しても良いし、
Ｓ２[mm/s]で定速駆動させていても良い。
【００１６】
　図２は、本実施の形態における発券印刷装置の特徴である印刷動作時の、搬送モータ８
１とプラテンモータ８２のスルーイングの関係および５段階での媒体移動位置を示す図で
ある。以下に、図２に示した各段階（１）～（７）での搬送モータ８１、プラテンモータ
８２、媒体各々の状態を説明する。また、各状態における各モータの制御動作を図３、図
４にてフローチャートに示す。
（１)制御部１００は、搬送モータ８１により、印刷前搬送している状態である。搬送モ
ータ８１を搬送速度Ｓ１[mm/s]で起動・スルーイングアップし、印刷機構部４へ媒体を高
速搬送する（ステップ１０１）。
（２）印刷前媒体検知センサ４３が媒体の先端を検知した状態である。制御部１００は、
印刷前媒体検知センサ４３による媒体先端の検知の有無を判定する（ステップ１０２）。
制御部１００は、媒体先端の検知がされていない場合は、任意の待ち時間が経過していな
ければ再度判定し、待ち時間が経過していれば、搬送ジャムが発生したとみなし、エラー
出力する（ステップ１０３）。
（３）媒体の先端検知から、プラテンモータ８２を起動して印刷用ローラ４５まで媒体搬
送した状態である。制御部１００は、媒体の先端が確認されたら、プラテンモータ８２を
起動し、Ｓ２[mm/s]へスルーイングアップさせる（ステップ１０４）。搬送モータ８１の
速度をプラテンモータ８２と速度を合わせるため、制御部１００は、印刷用ローラ４５に
媒体がかかる手前までに搬送モータ８１をＳ１[mm/s]からＳ２[mm/s]へスルーイングダウ
ンさせる（ステップ１０５）
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（４）媒体が印刷用ローラ４５を通過し、印刷開始位置であるプラテンローラ４２まで媒
体を搬送した状態である。制御部１００は、媒体がプラテンローラ４２にかかる手前まで
、搬送モータ８１、プラテンモータ８２ともにＳ２[mm/s]で媒体を定速搬送させる（ステ
ップ１０６）。そして、制御部１００は、印字ヘッド４１を媒体に接触するよう搬送路に
対して下降させ、印刷を開始させる（ステップ１０７）。
（５）印刷を開始してから印刷後媒体検知センサ４４で媒体の先端が検知された状態であ
る。図２の媒体の網掛け部分は、当該時点での媒体に印刷されている範囲を表している。
制御部１００は、印刷中の媒体が搬送された状態で、印字後媒体検知センサ４４が、媒体
先端の検知の有無を判定する（ステップ１０８）。制御部１００は、媒体先端の検知がさ
れていない場合は、任意の待ち時間が経過していなければ再度判定し、待ち時間が経過し
ていれば、搬送ジャムが発生したとみなし、エラー出力し（ステップ１０９）、処理を終
了させる。印刷中の媒体は、プラテンモータ８２をＳ２[mm/s]、ｒ２[pps]で駆動してい
るプラテンローラ４２と印刷用ローラ４５、４６で搬送しており、プラテンモータ８２を
高速回転させ、搬送ムラを抑えて印刷している。ここでは、印刷中も搬送モータ８１を搬
送速度Ｓ２[mm/s]で駆動していることとする。
（６)印刷後媒体検知センサ４４で媒体の先端を検知してから、搬送ローラ７Ｂに媒体が
かかるまで搬送し、媒体は印刷可能な範囲をすべて印刷した状態である。制御部１００は
、媒体の先端が確認された後は、媒体の印字可能範囲の最後まで、搬送モータ８１、プラ
テンモータ８２ともに搬送速度Ｓ２[mm/s]で駆動させ（ステップ１１０）、媒体を搬送し
た時点で、印字ヘッド４１を元の位置に戻す（ステップ１１１）。制御部１００は、搬送
モータ８１とプラテンモータ８２を、その後も媒体がプラテンローラ４２から外れるまで
Ｓ２[mm/s]のまま駆動させ、印刷を終了する（ステップ１１２）。
（７）印刷終了した媒体が、印刷用ローラ４６から抜けるまで、一定の距離を搬送した状
態である。制御部１００は、プラテンモータ８２をスルーイングダウンして停止し（ステ
ップ１１３）、次の処理機構部まで搬送するため、搬送モータ８１をＳ２[mm/s]からＳ１
[mm/s]へスルーイングアップし、高速に搬送する（ステップ１１４）。このステップ１１
４が終了すると、図３、４に示した全ての処理が終了し、搬送路の下流にある処理機構部
による処理が順次行われることとなる。
【００１７】
　以上のように、制御部１００は、媒体検知センサにより、搬送モータ８１とプラテンモ
ータ８２の駆動の切り替えや、媒体の受け渡しをスムーズに行っている。また、媒体に印
刷を実施しない場合は、制御部１００は、印刷用ローラ４５、４６を駆動するモータをク
ラッチ等で搬送モータ８１に切り替え、搬送ローラとして搬送速度をＳ１[mm/s]に維持し
たまま、媒体を通過させても良い。
【００１８】
　このように、発券印刷装置１には、印刷機構の一部である印刷ヘッドに対向したローラ
（プラテンローラ）と、当該ローラに近接している複数の搬送ローラ（印刷用ローラ）を
印刷搬送時のみ駆動するモータであって、他の搬送ローラを駆動するモータ（搬送モータ
）とは別のモータとして印刷専用のプラテンモータが設けられ、プラテンモータは、モー
タ1ステップあたりの搬送距離Ｄ[mm/step]を小さくし、1秒あたりのモータステップ数（
以下、モータ回転数と称す）Ｒ[pps]を上げて、印刷時に搬送ムラを抑えた高速回転を実
現し、搬送モータは、モータ1ステップあたりの搬送距離を大きくし、モータ回転数も上
げて、印刷以外の処理搬送時に、高速搬送を実現している。そして、印刷前と印刷後の媒
体は、搬送モータで駆動する搬送ローラ搬送され、印刷中の媒体は、プラテンモータで駆
動するプラテンローラと印刷用ローラで搬送され、搬送路には媒体の先端を検知する手段
を備えており、搬送ローラからプラテンローラ、あるいはプラテンローラから搬送ローラ
へ媒体をスムーズに受け渡すように制御している。
【００１９】
　したがって、本実施の形態における発券印刷装置１は、印刷を実施している間のみ、専
用のプラテンモータ８２を高速に回転させることで印刷品質を確保し、その他の処理動作
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時には、搬送速度を上げて、処理能力を高めることができる。また、搬送モータ８１の上
限速度は、印刷の性能に依存しないため、その他の処理動作の許容範囲で搬送速度を上げ
ることができ、処理能力を高めることができる。さらに、印刷ヘッド４１が変更となった
場合でも、プラテンモータ８２は独立して駆動できるため、その他の処理動作によって発
生する制限事項もなく、要求される印刷仕様に応じて、搬送速度を最適化し、印刷品質を
高めることができる。
【００２０】
　なお、本発明の実施例として、駅構内や、旅行代理店等に設置される鉄道用発券印刷装
置やそれ以外の発券印刷装置、 例えば、バスや飛行機用の乗車券は勿論のこと、劇場の
入場券、レストランの食券、催し物の入場券などの発券印刷装置にも、適用可能である。
【符号の説明】
【００２１】
１・・・発券印刷装置
２・・・ロール状連続紙の給紙機構部
２１・・・ロール状連続紙
３・・・媒体切断機構部
４・・・印刷機構部
４１・・・印刷ヘッド
４２・・・プラテンローラ
４３・・・印刷前媒体検知センサ
４４・・・印刷後媒体検知センサ
４５,４６・・・印刷用ローラ
５・・・磁気記録機構部
５１・・・磁気書き込み部
５２・・・磁気読み取り部
６・・・排出機構部
７Ａ・・・印刷前の搬送ローラ
７Ｂ・・・印刷後の搬送ローラ
８１・・・搬送モータ
８２・・・プラテンモータ。
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